
Deasy プロジェクト勉強会の開催概要（第３回） 

 

 国土交通省下水道部では、全ての人が、その

人らしく快適で、環境に配慮した暮らし方がで

きるために、 “オムツ（Diaper）をより容易

（easy）に扱える ”というビジョンのもとで

「Deasy プロジェクト」を進めています。今年

度は、排泄にかかわる今後の行動について業界

の垣根を越えて実際の行動を移すことを目的と

した会議「Deasy Conference Vol.2」を２月４

日に開催します。２月の会議の前に排泄にかか

わる紙オムツの素材メーカー、トイレ・住機器

メーカー、学識者、行政関係者などが参加する

「勉強会」を３回開催し、従来の排泄ケアの概

念から抜け出した未来のあるべき姿を皆で話し

合います。 

 第３回（最終回）の勉強会が１月９日、東京

都渋谷区のロフトワークで開催されました。そ

のもようを報告します。 

 

 第３回のテーマは、「これからの自分らしい生

き方を支える紙オムツのあり方」。はじめに日本

科学未来館の伊達雄亮・科学コミュニケーター

の指導のもと、紙オムツの解剖を体験し、紙オ

ムツの成分や構造について理解を深めました。

続いて参加者全員でワークショップを行い、第

１～２回の勉強会でインプットして共有された

排泄をめぐる課題に対し、実現させたいソリュ

ーションや新たなビジネスモデルを話し合いま

した。 

 

紙オムツの解剖を体験 

 今回、紙オムツの解剖にあたって用意したの

は、女性の生理用品などに使われる比較的小さ

めの“パットタイプ”、通常サイズの“パンツタイ

プ”、介護などの用途で使われる大きめの“テー

プタイプ”の３種類。伊達さんは「成分や構造は

どれも同じ」「パルプ（植物繊維）以外は全てプ

ラスチックでできている」「紙オムツは様々な種

類のプラスチックを混ぜているためリサイクル

しにくい」など、紙オムツの基本的な仕組みに

ついて説明しつつ、解剖を実演しました。 

 まず、モレ防止のために付いているギャザー

をはがし、オムツ全体にコールドスプレーを吹

き付けます。冷却することで接着剤が固まり、

素材がはがれやすくなるからです。次に表面の

柔らかい不織布をはがします。すると、パルプ

とポリマー（高分子吸収剤）で構成された層が

現れます。ここに青に着色した水を吹きかける

と、水を吸収したポリマーが大きくなって浮か

び上がることが目で確認できます。 

 伊達さんが実演した手順を参考に、参加者も

紙オムツの解剖に取り組みました。参加者から

は「こんなに簡単に分解できるとは思わなかっ

た」「紙オムツにこれほど多くのパルプが使われ

ているとは知らなかった」「尿が付かない部分も

ありそうで、パルプがもったいない気もする」

などの声が聞かれました。 

 
 

排泄をめぐる新たなビジネスモデルを議論 

 ワークショップでは、「60 代のアクティブシ

ニア」「義母を介護する女性」「介護されている

高齢者」など、いくつかのペルソナ（架空の人

物像）が設定され、その中から各人が自由に選

んだペルソナについて、抱える課題や、その解

決に必要なアイデアを考える「アイデア・スケ

ッチ」が行われました。 

 「資源循環を意識したオムツなど、付けるこ

とに抵抗のないカッコいいオムツ」「排泄に関す

る情報を与えてくれるステーションのような場

所」「介護者、被介護者、配偶者などと情報を共

有できるアプリ」「寝たきりでも、運動をしたよ

うな感覚を得られる装置」など、様々なアイデ

アが提案されました。 

 続けて、出されたアイデアをもとに、参加者

が A 班、B 班の２班に分かれ、排泄をめぐる新

たなビジネスモデルについて意見が交わされま

した。そして、各班の発表を通じ、議論のプロ

セスと成果が共有されました。 

 

漏れた尿を健康の測定や分析に使うという発想 

 A 班は、“サーキュラー・エコノミー（循環型

経済）”の実現に向け、紙オムツのユーザー、廃

棄物回収業者、材料メーカー、紙オムツメーカ

ーなど、様々な立場の人たちが皆、利益やメリ

ットを享受できる好循環なサイクルの仕組みを

考えました。 

 その一環で、ふいに漏れた尿を回収し、医療

機関や製薬メーカーなどに提供することで健康

状態の測定や分析につなげられないかという発

想もうまれました。尿の測定・分析結果や、そ

れらをもとに開発・改良した医薬品を紙オムツ

ユーザーに還元するという新たなサービスです。

こうしたサービスが実現すれば、ユーザーはも

ちろん、例えば材料メーカーでも、いかに尿を



取り出しやすい素材を開発するかといった視点

から新たなイノベーションが進むなど、それぞ

れの立場でメリットが働くことが期待できます。

また、医療機関や製薬メーカーなど新たなステ

ークホルダーを巻き込むため、より社会全体で

サーキュラー・エコノミーが進みます。 

 発表を聞いた参加者からは「最近は尿を使っ

たがん検査も開発されており、サービスの需要

は高そう」「紙オムツを積極的に売らないでも好

循環が成り立つようなビジネスモデルもあると

いい」などのコメントがありました。 

 
 

排泄をめぐって人と情報が集まる「Deasy room」 

 B 班は、地域に住む人々が排泄に関する情報

等を持ち寄る場として「Deasy room（デイジ

ー・ルーム）」という新たなインフラを提案しま

した。少子高齢化や過疎化が進む地域に設置す

ることを想定しており、地域コミュニティの活

性化に貢献する“公民館”や、排泄に関する最新

情報を学べる“寺子屋”のような役割をイメージ

しています。 

 また、住民の高齢化等により住宅にごみが堆

積（ごみ屋敷化）しないように、「Deasy room」

にごみの集積所のような機能も持たせ、ごみを

出した人には何らかのインセンティブを与える

ような仕組みも必要との認識を共有しました。 

 さらに、「Deasy room」に紙オムツ分離装置

などを常設し、便利さや手軽さを実感してもら

うことで、装置の普及促進につなげるというア

イデアも出ました。 

 
 

 

「下水道 as a Service」 

 新たなビジネスモデルに関しては、Deasy プ

ロジェクトの発起人の１人、明治大学理工学部

建築学科の園田眞理子教授から「下水道  as a 

Service」の提案もありました。 

 「as a Service」とは、製品を単なる“もの”と

して捉え、それを販売して利益を得るという従

来型のビジネスではなく、製品の有する機能を

連関させ“サービスとして”提供することに価値

を置くビジネスモデルです。園田教授は、この

モデルがリアルな都市インフラに対しても適用

可能であることを指摘し、電力やガスの自由化

を引き合いに出しながら、「しばしば日本人は整

備してきたインフラを『過剰だ』、『要らない』

と悲観的な話ばかりするが、これからは今ある

インフラをいかに使い倒すかを考えるべき」と

下水道というインフラを“サービスとして”価値

転換することを提唱します。「下水道のネットワ

ークは地下に張り巡らされており、その上には

住宅や介護施設、保育園などが“結節点”として

存在している。下水道の“サービスとして”の可

能性に着目することで、下水道の付加価値の向

上にもつながるのでは」。 

 「なぜ我々はこれほど排泄にこだわるのかと

いうと、排泄が人間とは何者なのかという実存

的な部分にかかわってくるから」と話す園田教

授。「排泄をしない人間はいません。そう考える

と、下水道 as a Serviceのお客様は 77億人いる

と考えてもいいのではないでしょうか」とサー

ビスの可能性を強調しました。 

 

 ２月４日に開催する「Deasy Conference 

Vol.2」では、2019年度のプロジェクト報告とし

て、うんこ文化センターの榊原千秋さん、日本

科学未来館科学コミュニケーターの伊達雄亮さ

ん、トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社

の中西敦士さん、ウンログ株式会社の田口敬さ

ん、ロフトワーク、国土交通省がそれぞれ情報

提供を行うほか、参加者全員によるワークショ

ップ（テーマ別分科会）を開催し、これまでの

勉強会での議論やアイデアも踏まえた形で、未

来のあるべき姿を話し合う予定です。 


